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テラヘルツ波と呼ばれる振動数が 0.1 から 10 テラヘルツ（THz）の領域の電磁波については、

分析や通信などの応用を目的として、光源の開発が進められている。高温超伝導体 Bi-2212 に内

在する積層固有ジョセフソン接合を用いたテラヘルツ光源は、ジョセフソン接合のコヒーレンス

を用いた新しいデバイスである。高温超伝導テラヘルツ光源から連続的に放射された電磁波は、

100 MHzを下回る非常に狭い線幅を持ち、その発振周波数は高温超伝導体単結晶上に形成される

メサ構造の形状によって決定されることが知られている[1]。これまでに我々は、図 1 のように正

方形から角を切り取った切対角正方形のメサ構造を作製し、0.4 THz 付近の周波数において、

99.7 %に及ぶ円偏光度の電磁波の放射を報告した[2]。また、円盤の周囲の一部を切り取った形状

のメサ構造でも、円偏光の放射を報告した[3]。しかしながら、これまでの測定は偏光子の透過率

だけであり、円偏光の重要なパラメーターである電場の回転方向（カイラリティ）については測

定されていなかった。 

今回我々は、円偏光素子の電場回転方向がモノリシッ

クに制御できるテラヘルツ光源を開発することを目指し、

カイラリティを含めた放射電磁波の偏光を特定できるス

トークスパラメータを測定したので、報告する。偏光子

に加えてテラヘルツ領域で使用できる 4 分の 1 波長板

（QWP）を光学系に挿入し、透過強度の測定からストー

クスパラメータを見積もった。長方形メサ構造素子にお

ける測定では、偏光がバイアス電流値に伴って大きく変

化することが観測された。放射電磁波における偏光は、

メサ構造表面の電流に対応していることから、この変化

はホットスポットの形成[1]と強い関係があると考えられ

る。現在、円偏光を放射しうる素子におけるストークス

パラメータの測定を進めている。 
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図 1 円偏光を放射するデバイス[2] 

 

 図 2 QWP 
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